別添様式１
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寄り添いの心
佐賀県・佐賀大学教育学部附属中学校・一年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たけとみ),武富)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆう),悠)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ま),真)
　「昨日買わせて頂いたお弁当、とっても美味しかったです。景色も綺麗でとてもいいところですね。癒やされました。本当に来て良かった。また絶対来ますね。」
この夏休みに行ったキャンプ場の売店で店の人にそう言った母。僕の母は、こんな風によく人に話しかける。コンビニの人や飲食店の人など。その度に、正直なところ僕は恥ずかしく、どうしてこんなに話しかけるのだろうと思っていた。思い切って母に言ってみた。
「話しかけすぎ。」
「頑張って作った料理をおいしかったですって言われたら嬉しいと思うよ。私は疲れたなって思ってたり、嫌な事があったりした時にそんな事言ってもらえたら頑張れるよ。ありがとうで充分かもしれないんだけどね。つい。」
と、母は笑いながら言った。帰りの車中で思い出してみる。確かに店員さんはとても嬉しそうにしていた。
　そうだ。僕も同じような気持ちを感じたことがある。言葉の力というのは大きい。三年前、コロナ禍になり人と接するのが難しい中、僕の元へ手紙が届いた。差出人は引っ越してしまった友人だ。いつか会おうねと言いながら長い年月が経っていた。会って話したいことがたくさんある。でも会えない。悩みがあったわけではなかったが、少しだけ暗い気持ちでいた時、送られてきた手紙が本当に嬉しかった。何気ない彼の日常と、僕の健康と再会を強く願う思いが書かれていた。僕は、彼が僕の事を考えてくれていた事が嬉しかった。読み終わるととても穏やかな、そして晴れ晴れとした気持ちになった。彼の気持ちが僕に寄り添ってくれているのを感じたからだろう。母のした事は彼と一緒だったのかもしれない。
　そう考えているうちにこの前見た映画を思い出した。犯罪や非行を犯した人の更生を支える保護司の物語だ。僕はそれまで保護司というものを知らなかった。作中冒頭で、「保護司は仮釈放で出所した人の保護観察にあたる。犯罪者の更生を助ける。非常勤の国家公務員だが報酬はなし」と説明の字幕を見た時に初めてその存在を知った。
「このままじゃ人間に戻れなくなっちゃう。」
作中で再犯を犯そうとする支援対象者に対して保護司が泣きながら放った言葉だ。このままでは人間に戻れなくなるという言葉に僕は衝撃を受けた。この対象者は幼少期に虐待をうけ、父親が母親を殺害する辛い過去があった。その後、真面目に働いていた時に仕事仲間からいじめを受けた瞬間に、幼少期をフラッシュバックしてしまい事件を起こした。しかし、保護司と関わる事で少しずつ穏やかな表情になっていく。その矢先に母親の死に関わった人を殺害していく弟に再会。弟を大切に思う気持ちから、それを保護司に伝えられず弟の罪に協力してしまう。僕は、心が重くなった。犯罪を犯したり、非行にはしる人にも、それぞれ生きてきた過去があった。辛い時や怒りで心がダメになりそうな時に、誰かが寄り添えば犯罪は起きなかったのかもしれない。僕は、この対象者にも保護司に打ち明けて欲しかった。罪を犯しても、誰かが寄り添う事、誰かに頼り寄り添ってもらう事で再犯は起きないのかもしれない。
　映画を見た後、更生を辞典で引いた。似た漢字、同じ読み方で更正がある。「更正」は改めて正す事であるのに対し「更生」は立ち直る事、生き返る事とあった。
　保護司はボランティアで行われている。自身の仕事や生活もある中、本気で人を生き返らせたいと思っていなければ難しい事だ。調べると保護司の人数は全国で約四万七千人程しかいなかった。また僕の住む佐賀県は約五百人しかいない。保護司だけでなく、僕達一般の人も、犯罪が起きない、そして更生できる環境を作っていく事が大事だと思う。
　コロナ禍で難しい事もあるが、母のように話しかけることも大事なのかもしれない。話しかけるという行動で、自分を気にかけてくれている人がいると分かってもらえる。母の話した店の人や、友人から手紙をもらった時の僕のように。きっと少しでも人に寄り添う事ができるのではないか。
　「言葉の力」「気にかける気持ち」「寄り添う心」を多くの人が大事にする事が明るい社会を作る一歩だと思う。
　さぁ。僕も今日からやってみよう。照れ臭くてもまずは笑顔で。
「ありがとうございます。」

法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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